
学校番号 321 

長野高校（国際教養科）シラバス 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ３ 第３学年 
Vision Quest English 

Expression Ⅱ Hope 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ２学年に引き続き、基礎的な文法力を定着させ、より多くの語彙力をつけることに力を注ぐ。 

その上でさまざまな具体的な場面を設定し、話したり、書いたりする言語活動を行っていく。 

様々なテーマに関してライティングを行い、英語で自分を表現できるようになる。 

最後に、卒業論文を英語で作文する。以上が目標です。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（３単位）及び「英語表現」（３単位）及び「課題研究」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

自分のこれまで
の経験、将来の
夢や希望などに

ついて、前もっ
て準備し、メモ
を見ながら具体

例を添えて短く
説明することが
できる。身近な

トピック（趣味
や将来の夢や希
望など）につい

て幅広く意見や
情報の交換をす
ることができ

る。 

英語理解 

インタビ
ューテス

ト 

スピーチ 

英語表現 

スピーチ 

課題研究 

ロールプ

レイグ・
インタビ
ューテス

ト・スピ
ーチ・プ
レゼン 

身近な話題に関して
説明をし、自分の意
見を、つなぎの語や

フレーズを活用し
て、まとまりのある
段落をひとつ書くこ

とができる。慣れ親
しんだ語や表現を用
いて、物事の手順を

筋道立てて書くこと
ができる。 

英語理解 

ライティ
ングテス

ト 

定期考査 

英語表現 

ライティ
ングテス
ト 

定期考査 

課題研究 

ライティ

ング課題 

定期考査 

 

自然な速さで話さ
れる説明やアナウ
ンスを聞いて、大

切なポイントをつ
かみながら内容を
理解することがで

きる。はっきりと
話されれば、身近
なトピックについ

ての短いニュース
の要点を聞き取る
ことができる。 

英語理解 

リスニン
グテスト 

定期考査 

課題研究 

リスニン

グテスト 

定期考査 

300 語程度の
英文を、複雑な
ところは時間

をかけて読み、
全体の要旨を
理解し、大事な

点をもれなく
理解すること
ができる。やさ

しい英語で書
かれた物語を
読みきり、全体

の筋を理解す
ることができ
る。 

英語理解  

リーディ
ングテス

ト 

音読テス
ト 

定期考査 

課題研究 

リーディ

ングテス
ト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 5 

( ６時間) 

お金があればし

たいことを題材

にして義務必要

を表す助動詞や

推量を表す助走

痔、仮定法につ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

使役動詞や知覚動詞の

形を理解する。 

使役動詞や知覚動詞の使

い方、動詞＋人＋to do

における意味上の主語の

表現を学ぶ。 

使役動詞、知覚動

詞、動詞＋人＋to do

の形を用いて、正し

い英文を書ける。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 6 

( ６時間) 

旅行の思い出を

題材にして、前

後置修飾、関係

代名詞、関係副

詞について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 



「言語や文化についての知識・理解」 

使役動詞や知覚動詞の

形を理解する。 

使役動詞や知覚動詞の使

い方、動詞＋人＋to do

における意味上の主語の

表現を学ぶ。 

使役動詞、知覚動

詞、動詞＋人＋to do

の形を用いて、正し

い英文を書ける。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 7 

( ６時間) 

携帯電話の是非

を題材にして、

副詞、副詞句、不

定詞、分詞を使

った副詞句や副

詞節について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

使役動詞や知覚動詞の

形を理解する。 

使役動詞や知覚動詞の使

い方、動詞＋人＋to do

における意味上の主語の

表現を学ぶ。 

使役動詞、知覚動

詞、動詞＋人＋to do

の形を用いて、正し

い英文を書ける。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 8 

( ６時間) 

犬好き？猫好

き？を題材にし

て、原級、比較

級、最上級の表

現を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す



る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

使役動詞や知覚動詞の

形を理解する。 

使役動詞や知覚動詞の使

い方、動詞＋人＋to do

における意味上の主語の

表現を学ぶ。 

使役動詞、知覚動

詞、動詞＋人＋to do

の形を用いて、正し

い英文を書ける。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 1 

( ６時間) 

ロボットの有用

性を題材にし

て、パラグラフ

構成について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの構成、列

挙の仕方や順序につい

て学ぶ。 

列挙や順序を表すパラグ

ラフの論理性について学

ぶ。 

英語のパラグラフを

書くことができる。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 2 

( ６時間) 

英語を学ぶ意義

を題材にして、

例示、追加を表

すパラグラフ構

成について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 



状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの例示や追

加について学ぶ。 

例示や追加を表すパラグ

ラフの論理性について学

ぶ。 

例示や追加を表す英

語のパラグラフを書

くことができる。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 3 

( ６時間) 

都会と田舎を題

材にして、比較

類似を表すパラ

グラフ構成につ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

比較や類似を表すパラ

グラフの構成について

学ぶ。 

比較や類似を表すパラグ

ラフの論理性について学

ぶ。 

比較や類似を表す英

語のパラグラフを書

くことができる。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 4 

( ６時間) 

若者の本離れを

題材にして、原

因や理由を表す

パラグラフにつ

いて学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの要点や要

約について学ぶ。 

原因や理由を表すパラグ

ラフの論理性について学

ぶ。 

原因や理由を表す英

語のパラグラフを書

くことができる。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Lesson 5 

( 12 時間) 

ベジタリアンを

題材にして、パ

ラグラフ構成の

要点や要約につ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

積極的にコミュニケ－ 

ションを図ろうとする 

態度を育成する。 

行動についての動機や自

分が相手に臨む行動につ

いて尋ねたり、答える。 

モデル会話に関心を

持ち、聞き、発話し

ようとしている。 

間違いを恐れず、積

極的に表現しようと

している。 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

している。 

 

ペア・グループ内で

の言語活動を観察す

る。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

時間の流れを考えて､最

後に出てくる落ちを過去

完了を使って表現でき

る。 

本文に続くストーリ

ーを考えて、それを

表現できる。 

ペア・グループ内で

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」 

状況に応じて適切なニ

ュアンスで助言や提案

ができる。それに対す

る応答ができる。 

Practice で練習し、文の 

作成を行い、習ったこと

を活用する。 

状況に応じて、適切

なニュアンスで助

言、提案、応答がで

きる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの要点や要

約について学ぶ。 

パラグラフの要点をつか

み、要約文について学

ぶ。 

英語のパラグラフの

要点をつかみ、要約

文を書くことができ

る。 

定期テスト 

小テスト 

ワーク 

ペアワーク 

スピーチ 

英語による卒業論文 


